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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第41期

第１四半期
連結累計期間

第42期
第１四半期
連結累計期間

第41期

会計期間
自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日

自　平成30年４月１日
至　平成30年６月30日

自　平成29年４月１日
至　平成30年３月31日

売上高 (千円) 4,963,721 4,715,518 17,788,053

経常利益 (千円) 442,121 450,740 1,069,232

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 301,062 310,849 728,992

四半期包括利益又は
包括利益

(千円) 302,722 424,000 528,077

純資産 (千円) 5,649,215 6,201,045 5,825,754

総資産 (千円) 18,552,132 18,478,361 17,321,535

１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) 61.81 63.82 149.66

自己資本比率 (％) 30.5 33.6 33.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 813,316 728,185 1,718,128

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △703,767 △500,898 △649,492

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 514,337 1,154,797 △1,297,479

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 3,438,247 3,968,188 2,586,099
 

　
（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）において営まれている事業の内

容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等

のリスク」について重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、財政状態の状況については、当該会計基準等を遡って適用した後の数値で

前連結会計年度との比較・分析を行なっております。

①　経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間（平成30年４月１日～平成30年６月30日）におけるわが国経済は、企業収益や雇用・

所得環境の改善を背景に緩やかな回復基調が続きました。一方、経済の先行きにつきましては、社会保障制度に関

する将来不安や実質賃金の伸び悩みを受けた消費者の節約志向の高まり、米国通商政策の世界経済への影響などが

懸念され、不透明な状況となっております。

このような状況の中、当社グループは、本年度から始まる中期経営計画のミッションとして、「日本一の靴総合

販売会社になるために、靴通販および単店で販売数量ナンバーワンを目指す」を掲げ、ヒラキ開発商品の市場シェ

アアップに取り組んでまいりました。

この結果、当第１四半期連結累計期間における連結売上高は、47億15百万円（前年同期比5.0％減）、営業利益は

４億62百万円（前年同期比2.3％増）、経常利益は４億50百万円（前年同期比1.9％増）、親会社株主に帰属する四

半期純利益は３億10百万円（前年同期比3.3％増）となりました。

当社グループの報告セグメントの当第１四半期連結累計期間における業績は、次のとおりであります。

 
（通信販売事業）

通信販売事業におきましては、関東のほか４エリアでのテレビＣＭ広告および100円ショップレジ袋へのチラシ封

入、ＬＩＮＥショッピング開始などの販売促進策により、新規顧客の獲得と既存顧客のリピート率アップに取り組

みましたが、受注のけん引役となる販売促進商品および５月から６月の不安定な気候により夏物商品の受注が伸び

悩んだ結果、総受注件数は前年を下回りました。

この結果、売上高は25億42百万円（前年同期比5.8％減）となりました。利益面は、売上総利益率が大きく改善

し、減収の影響および物流費の増加を補い、セグメント利益（営業利益）は４億67百万円（前年同期比1.6％増）と

減収増益となりました。

（ディスカウント事業）

ディスカウント事業におきましては、お客様に「日常の買い物にワクワク感」を提供すべく特価商材の仕入れに

よる品揃え拡充と価格訴求の他、延べ189日に及ぶ出張販売に精力的に取り組みましたが、天候の影響もあり夏物の

靴・衣料品の販売に苦戦しました。

この結果、売上高は20億17百万円（前年同期比3.2％減）となりました。利益面では、チラシ配布の効率化による

広告宣伝費、その他諸経費の削減により、セグメント利益（営業利益）は66百万円（前年同期比2.8％増）と減収増

益となりました。
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（卸販売事業）

卸販売事業におきましては、新規取引先の開拓は徐々に成果が見られる一方、既存大口取引先への新商品販売が

伸び悩んだ他、小売店向け販売におけるサンダル販売の不調が影響し、売上高は１億54百万円（前年同期比13.5％

減）、セグメント利益（営業利益）は、売上総利益率の改善により、28百万円（前年同期比4.4％増）と減収増益と

なりました。

 

②　財政状態の状況

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べ12億63百万円増加し、120億96百万円となりました。これは、現金及び預金

が18億82百万円増加し、商品が４億25百万円、受取手形及び売掛金が２億23百万円減少したこと等によるものであ

ります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べ１億７百万円減少し、63億81百万円となりました。これは、建物及び構築

物が46百万円減少したこと等によるものであります。

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べ11億56百万円増加し、184億78百万円となりました。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べ１億73百万円減少し、45億93百万円となりました。これは、１年内返済予

定の長期借入金が２億47百万円増加し、買掛金が２億34百万円、未払法人税等が53百万円、賞与引当金が51百万円

減少したこと等によるものであります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べ９億55百万円増加し、76億84百万円となりました。これは、長期借入金が

９億69百万円増加したこと等によるものであります。

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べ７億81百万円増加し、122億77百万円となりました。

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ３億75百万円増加し、62億１百万円となりました。これは、利益剰余金

が２億62百万円増加したこと等によるものであります。自己資本比率は、前連結会計年度末と横ばいの33.6％とな

りました。

 
③　キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）の残高は、前連結会計年度

末に比べ13億82百万円増加し、39億68百万円となりました。

当第１四半期連結累計期間における各活動によるキャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、７億28百万円（前年同四半期は８億13百万円の獲得）となりました。これは主

に、税金等調整前四半期純利益４億50百万円の計上、たな卸資産の減少額４億14百万円、売上債権の減少額２億23

百万円、仕入債務の減少額２億34百万円および法人税等の支払額２億円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、５億円（前年同四半期は７億３百万円の使用）となりました。これは主に、定

期預金の預入による支出16億円、定期預金の払戻による収入11億円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果得られた資金は、11億54百万円（前年同四半期は５億14百万円の獲得）となりました。これは主

に、長期借入れによる収入18億円、長期借入金の返済による支出５億82百万円によるものであります。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 17,920,000

計 17,920,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成30年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成30年８月10日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,155,600 5,155,600
東京証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は
100株であります。

計 5,155,600 5,155,600 ― ―

 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成30年６月30日 ― 5,155 ― 450,452 ― 170,358
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成30年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

平成30年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 284,700
 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式  

48,695
―

4,869,500

単元未満株式
普通株式

― ―
1,400

発行済株式総数 5,155,600 ― ―

総株主の議決権 ― 48,695 ―
 

　（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式14株が含まれております。

 
② 【自己株式等】

平成30年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株）

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式) 神戸市須磨区中島町
３丁目２番６号

284,700 ─ 284,700 5.52
ヒラキ株式会社

計 ― 284,700 ─ 284,700 5.52
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

 

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成30年４月１日から平成

30年６月30日まで)および第１四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年６月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成30年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 6,487,999 8,370,388

  受取手形及び売掛金 1,102,442 878,552

  商品 3,115,689 2,690,018

  未着商品 37,485 47,296

  貯蔵品 16,568 17,574

  その他 91,910 109,012

  貸倒引当金 △19,111 △15,890

  流動資産合計 10,832,984 12,096,952

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 2,696,364 2,649,639

   土地 3,157,566 3,157,566

   その他（純額） 183,803 171,536

   有形固定資産合計 6,037,734 5,978,742

  無形固定資産 133,194 122,104

  投資その他の資産 ※1  317,622 ※1  280,562

  固定資産合計 6,488,550 6,381,409

 資産合計 17,321,535 18,478,361

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 946,745 711,762

  1年内返済予定の長期借入金 2,322,352 2,570,151

  未払法人税等 220,878 167,818

  賞与引当金 131,429 80,250

  役員賞与引当金 - 2,589

  ポイント引当金 33,109 34,285

  その他 1,112,349 1,026,275

  流動負債合計 4,766,864 4,593,131

 固定負債   

  長期借入金 6,351,363 7,321,201

  環境対策引当金 13,568 13,568

  退職給付に係る負債 154,246 157,424

  資産除去債務 32,641 32,789

  その他 177,097 159,201

  固定負債合計 6,728,916 7,684,184

 負債合計 11,495,781 12,277,316
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成30年６月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 450,452 450,452

  資本剰余金 1,148,990 1,148,990

  利益剰余金 4,419,209 4,681,349

  自己株式 △151,110 △151,110

  株主資本合計 5,867,540 6,129,681

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 13,177 11,267

  繰延ヘッジ損益 △74,214 41,219

  為替換算調整勘定 19,249 18,876

  その他の包括利益累計額合計 △41,786 71,364

 純資産合計 5,825,754 6,201,045

負債純資産合計 17,321,535 18,478,361
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

売上高 4,963,721 4,715,518

売上原価 2,699,711 2,468,502

売上総利益 2,264,009 2,247,015

販売費及び一般管理費   

 広告宣伝費及び販売促進費 584,648 553,446

 貸倒引当金繰入額 4,265 1,915

 ポイント引当金繰入額 5,009 15,018

 給料手当及び賞与 439,983 425,546

 賞与引当金繰入額 83,445 80,250

 その他 694,455 708,127

 販売費及び一般管理費合計 1,811,807 1,784,305

営業利益 452,201 462,710

営業外収益   

 受取利息 1,060 1,252

 受取配当金 468 1,455

 デリバティブ評価益 6,472 7,207

 受取補償金 1,717 10,694

 その他 11,290 6,156

 営業外収益合計 21,009 26,765

営業外費用   

 支払利息 23,070 19,979

 為替差損 7,969 18,747

 その他 49 8

 営業外費用合計 31,089 38,735

経常利益 442,121 450,740

税金等調整前四半期純利益 442,121 450,740

法人税、住民税及び事業税 157,515 155,721

法人税等調整額 △16,456 △15,830

法人税等合計 141,058 139,891

四半期純利益 301,062 310,849

親会社株主に帰属する四半期純利益 301,062 310,849
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

四半期純利益 301,062 310,849

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 1,840 △1,910

 繰延ヘッジ損益 572 115,433

 為替換算調整勘定 △753 △373

 その他の包括利益合計 1,659 113,150

四半期包括利益 302,722 424,000

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 302,722 424,000

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 442,121 450,740

 減価償却費 80,178 74,850

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,141 △3,221

 賞与引当金の増減額（△は減少） △60,078 △51,179

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） 2,159 2,589

 ポイント引当金の増減額（△は減少） △10,863 1,175

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 2,306 3,178

 受取利息及び受取配当金 △1,529 △2,707

 支払利息 23,070 19,979

 為替差損益（△は益） 19 △408

 売上債権の増減額（△は増加） 124,802 223,383

 たな卸資産の増減額（△は増加） 529,361 414,854

 仕入債務の増減額（△は減少） △190,873 △234,247

 その他 77,834 45,488

 小計 1,017,368 944,475

 利息及び配当金の受取額 3,169 4,012

 利息の支払額 △23,090 △20,252

 法人税等の支払額 △184,130 △200,050

 営業活動によるキャッシュ・フロー 813,316 728,185

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △2,500,300 △1,600,300

 定期預金の払戻による収入 1,800,000 1,100,000

 有形固定資産の取得による支出 △3,080 △500

 投資有価証券の取得による支出 △537 △98

 その他 150 -

 投資活動によるキャッシュ・フロー △703,767 △500,898

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 長期借入れによる収入 1,200,000 1,800,000

 長期借入金の返済による支出 △611,562 △582,363

 配当金の支払額 △55,255 △46,417

 その他 △18,845 △16,421

 財務活動によるキャッシュ・フロー 514,337 1,154,797

現金及び現金同等物に係る換算差額 △520 4

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 623,365 1,382,089

現金及び現金同等物の期首残高 2,814,882 2,586,099

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  3,438,247 ※1  3,968,188
 

EDINET提出書類

ヒラキ株式会社(E03494)

四半期報告書

12/17



【注記事項】

（追加情報）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債

の区分に表示しております。

 
（四半期連結貸借対照表関係）

　※１　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成30年６月30日)

投資その他の資産 3千円 3千円
 

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のと

おりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日)

現金及び預金 7,439,247千円 8,370,388千円

預入期間が３ヶ月を超える
定期預金等

△4,001,000千円 △4,402,200千円

現金及び現金同等物 3,438,247千円 3,968,188千円
 

　

（株主資本等関係）

　　　　前第１四半期連結累計期間(自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日)

　１. 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月29日
　定時株主総会

普通株式 58,451 12.00 平成29年３月31日 平成29年６月30日 利益剰余金
 

　      　（注）１株当たり配当額12.00円には、上場10周年記念配当2.00円を含んでおります。

　

２. 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間

の末日後となるもの

　　　　　　該当事項はありません。

　

　　　　当第１四半期連結累計期間(自　平成30年４月１日　至　平成30年６月30日)

　１. 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月28日
　定時株主総会

普通株式 48,708 10.00 平成30年３月31日 平成30年６月29日 利益剰余金
 

 
２. 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間

の末日後となるもの

　　　　　　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報

  (単位：千円)

 報告セグメント

調整額　(注)1
四半期連結損益

計算書計上額(注)2 通信販売事業
ディスカウント

事業
卸販売事業 計

売上高       

 外部顧客への

 売上高
2,698,975 2,085,644 179,100 4,963,721 ― 4,963,721

  セグメント間の

  内部売上高又は

　振替高

― ― ― ― ― ―

計 2,698,975 2,085,644 179,100 4,963,721 ― 4,963,721

セグメント利益 460,354 65,062 27,570 552,987 △100,785 452,201
 

(注) 　1　セグメント利益の調整額△100,785千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に現業

支援本部等管理部門に係る一般管理費であります。

 2　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年６月30日)

報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報

  (単位：千円)

 報告セグメント

調整額　(注)1
四半期連結損益

計算書計上額(注)2 通信販売事業
ディスカウント

事業
卸販売事業 計

売上高       

 外部顧客への

 売上高
2,542,632 2,017,991 154,893 4,715,518 ― 4,715,518

  セグメント間の

  内部売上高又は

　振替高

― ― ― ― ― ―

計 2,542,632 2,017,991 154,893 4,715,518 ― 4,715,518

セグメント利益 467,797 66,878 28,795 563,471 △100,761 462,710
 

(注) 　1　セグメント利益の調整額△100,761千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に現業

支援本部等管理部門に係る一般管理費であります。

 2　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益および算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
 至　平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
 至　平成30年６月30日)

　１株当たり四半期純利益 61円81銭 63円82銭

　(算定上の基礎)   

　親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 301,062 310,849

　普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

　普通株式に係る親会社株主に帰属する
　四半期純利益（千円）

301,062 310,849

　普通株式の期中平均株式数（千株） 4,870 4,870
 

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

 

２ 【その他】

　　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

平成30年８月６日
 

ヒ　ラ　キ　株　式　会　社

取　締　役　会　御　中　
 

 

有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 森 村　圭 志 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 矢 倉 幸 裕 印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているヒラキ株式会社

の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成30年４月１日から平成

30年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年６月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ヒラキ株式会社及び連結子会社の平成30年６月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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